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（事務局）
７月２９日に開催された市議会・全員説明会では、先日発表され

た「新たな総合計画素案」について議論がされましたね。

（堀添）
はい。６月定例会でも総合計画についての議論はありましたが、

どちらかといえば策定方法や概要に関するものでした。全員説明会
は素案に基づくものでしたので、いよいよ具体的な計画の中身が議
論の対象になりました。

（事務局）
どのような議論がされたのでしょうか。

（堀添）
いくつかのポイントに議論が集中しましたが、やはり目立ったの

が財政フレームに関するものだったと思います。今回示された「今
後の収支フレーム」は、基本的には２０１５年度当初予算を審議し
た時のもので、たとえば歳出に関してはすでに実施が決まっている
政策のみが計上されています。より信頼性のある財政収支推計は来
年２月に提示されるとのことであり、１２月に予定されている基本
構想と基本計画の議決には間に合わないことになります。

（事務局）
総合計画には、財政的な裏付けが必要ということですね。

（堀添）
そうですね。ただし、注意しなければいけないのは、

議決対象となるのは、総合計画のうちの基本構想と基本
計画の部分ということです。この部分には「まちづくり
のあり方」といった理念的なものが記載されていますの
で、この中身によって直接財政フレームが決まるという
ものではないということです。

逆に言えば、たとえば保育所待機児童数をゼロにする
といった具体的な中身は実施計画の部分にゆだねられる
ことになりますが、本当にそれでよいのか、という気は
します。少なくとも柱となる重点施策については、基本
計画レベルでも触れるべきかもしれません。

この素案については、８月末までパブリックコメント
が行われていますし、２３日には「エポックなかはら」
において、車座集会も開催されます。これからの川崎市
を方向付ける計画ですので、ぜひ関心をもって関わって
いただければと思います。

（事務局）
ありがとうございました。

（※素案の詳細は川崎市ホームページもご参照ください。）

市議会全員説明会で議論

新たな総合計画の策定
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